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〜 犀 川 小 学 校 の 児 　 　 童 が 議 会 を 傍 聴 〜

★一個の問題について一時間もかけていて
その問題をちゃんとかいけつしようとする
いしがみつかりました。

★ちょうど社会科の学習で地方自治の授業
を行った後なので、子どもたちにとっても
有意義です。

★一つの質問に時間をかけていて、そのぐ
らいみやこ町の未来を良くしたい！という
気持ちがすごく伝わってきました。自分も
未来をよくしたいから、決まったことを実
行していきます。

★議会がはじまるまえにふく議長と議長に
しつもんをしたところ、みやこ町の人をか
んがえてるかいとうがきたのでとてもうれ
しくなりました。

★防災対策や農業問題のことを質問してい
て、みやこ町をよくするようにがんばってく
れていることがわかった。

★タブレットや機械をたくさん使用してい
て、自分たちの学級会などでも活用してい
きたい。

★１人の意見が、その人以外にもその意見
にそったことを発表している。町のことは
もちろん言っていたけど、それ以外の細か
いところも言っていて、未来のことをとて
もしんけんに考えていると思いました。

★荒れ地や水害、害獣の話は興味のある
子もいて、身近な問題でもあると感じまし
た。子どもたちなりに聞いたことをもとに
「自分だったら○○したい」と思えるといい
なと思いました。

地域の将来を 考える子どもたち！
犀川小学校（３４人）の６年生の子どもたちが傍聴に来ました。
感想文を頂きましたので、少しですが、ご紹介いたします。

犀川小学校 ６年生

感想文は原文のまま掲載しています
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〜 犀 川 小 学 校 の 児 　 　 童 が 議 会 を 傍 聴 〜

★１時間なのにはやく感じました！みなさ
んのように自分の意見をちゃんといえるよ
うになりたいです。

★議会を傍聴して気づいたことは、自分の
住んでいるまちにとても関わっていること
だと思いました。
　一番共感しているのは「カーブミラー設
置について」です。たしかに、カーブミラー
はとても大切なものだし、自転車や歩いて
よく散歩するので、そこにカーブミラーが
あるから曲がり道にはとても助かります。

★議場に入った時は、「課長」や「～長」
の色々な種類の「長」があったことにびっ
くりしました。傍聴は始めてだったけど学
んだこともたくさんありました。

★町の方々の声を大切にし、一生懸命話し
合う姿はとても心に残りました。子ども達
とともに議会傍聴で学んだことを学校生活
で活かして、成長していきたいと思います。

★みやこ町に関わる様々な問題・課題について、予算やマニュアル等全体に関わる問題やカー
ブミラーの設置にいたる細かな問題まで議論をしていただいているのだ、と心に残りました。
町民の声に耳をかたむけ、しんしに向き合い、議論を続けていってほしいと思いました。

★道路の文字をかくのが九千円で、カーブ
ミラーが三十万円と言うことが分かりまし
た。自分だとみんなの安全を守るために
カーブミラーを設置します。これからもみ
やこ町をよりよい町にしていってください。

地域の将来を
６月１日から１２日までの会期で開催された６月定例会に
子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。

犀川小学校 ６年生
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飯本　秀夫　議員��������������������������������� ５ｐ
　１　防災対策
　２　農業問題
梅本　智明　議員��������������������������������� ６ｐ
　１　まちづくりについて
柿野　直子　議員��������������������������������� ７ｐ
　１　安心・安全なまちづくりについて
原田　和美　議員��������������������������������� ８ｐ
　１　農業問題について
松本　潤　議員� ��������������������������������� ９ｐ
　１　みやこ町のヤード問題
　２　みやこ町の無業者
　３　みやこ町の児童遊園
　４　各学校内の授業
大束　英壽　議員�������������������������������� １０ｐ
　１　教育行政
　２　道路行政
　３　環境行政
　４　機構改革
　５　体育施設
楠田　涼　議員� ���������������������������������１１ｐ
　１　子育て支援について
　２　農業振興・鳥獣害対策について
　３　道路・生活環境の整備について
　４　公共施設の利便性向上について
　５　行政サービスの向上について
柿野　義直　議員�������������������������������� １２ｐ
　１　築城基地の騒音対策について
　２　農業振興のために
　３　教育現場の実態を伺う
熊谷　みえ子　議員������������������������������� １３ｐ
　１　物価高騰からくらしを守る対策について
　２　安全安心な公的医療確保を
　３　「生存権の文化的側面である学習権を保障する機関」としての
　　　図書館機能の充実を
　４　平和な郷土であることを願って

岩村　宗一郎　議員� ����������������������������� １４ｐ
　１　行政経営について

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
執
行
機
関
に
対
し
、
説
明
を
求
め

又
は
所
信
を
た
だ
す
も
の
で
す
。

み
や
こ
町
議
会
で
は
、
年
４
回
の
定
例
会
で
一
般
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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5　みやこ町議会だより　第87号

問
県
道
２
４
０
号
線
か
ら
大

正
池
へ
と
繋
が
る
町
道
は
、形

状
か
ら
か
交
通
事
故
並
び
に

水
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い

る
が
、道
路
並
び
に
水
路
の

根
本
的
整
備
は
で
き
な
い
か

問
う
。

町
長　
国
の
事
業
等
を
模
索

し
な
が
ら
改
善
の
方
向
で
取

り
組
む
。

モ
ミ
ガ
ラ
堆
肥
の
普
及
に
つ

い
て

問
持
続
的
農
業
生
産
に
欠

か
せ
な
い「
土
づ
く
り
」を
町

内
で
容
易
に
賄
え
る
モ
ミ
ガ

ラ
を
利
用
し
た
堆
肥
づ
く
り

を
普
及
で
き
な
い
か
問
う
。

町
長 

「
簡
易
な
堆
肥
の
作

り
方
」
と
し
て
、
町
広
報
誌

や
Ｊ
Ａ
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
紹
介
し
て
い
く
。

集
落
営
農
組
織
の
育
成
に
つ

い
て

問
集
落
の
農
地
、用
排
水

路
、農
道
を
保
全
管
理
し
て

い
る
の
は
集
落
営
農
組
織
に

他
な
ら
な
い
が
、任
意
組
織
で

あ
る
た
め
、国
や
県
が
実
施

す
る
機
械
導
入
事
業
で
は
除

外
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
の
営
農
基
盤
並
び
に

農
地
を
守
る
た
め
、町
と
し
て

助
成
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
集
落
営
農

組
織
の
役
割
は
充
分
に
承
知

し
て
い
る
の
で
、町
と
し
て
今

後
何
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

荒
廃
農
地
の
解
消
策

問
改
善
の
見
込
め
な
い
荒
廃

農
地
は
非
農
地
と
し
て
処
理

し
て
も
面
積
的
な
変
化
は
望

め
な
い
の
で
、課
税
方
法
等
で

検
討
で
き
な
い
か
。

町
長　
税
制
に
つ
い
て
は
、

基
礎
自
治
体
が
ど
の
範
囲
ま

で
対
応
で
き
る
か
確
認
し
、

研
究
さ
せ
て
ほ
し
い
。

害
獣
対
策
に
つ
い
て

問
農
作
物
の
み
な
ら
ず
一般

住
宅
に
お
い
て
も
大
型
並
び

に
、小
型
害
獣
の
被
害
に
は

著
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
小
型
害
獣
を
確
実
に
捕
獲

す
る
た
め
に
も
、長
期
間
同
一

圃
場
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
、

ワ
ナ
の
増
設
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
毎
年
、
修

理
や
更
新
は
し
て
い
る
が
、

増
設
の
方
向
で
検
討
す
る
。

問
ワ
ナ
免
許
取
得
者
あ
る
い

は
通
年
駆
除
許
可
者
の
増
員

の
た
め
に
も
、更
新
手
数
料
の

一部
助
成
は
で
き
な
い
か
。

町
長　
新
規
取
得
時
の
助
成

は
あ
る
の
で
更
新
時
に
つ
い
て

は
、検
討
す
る
。

問
電
柵
の
申
請
要
綱
に
２

人
以
上
の
受
益
者
と
あ
る

が
、営
農
組
合
等
に
よ
る
農

地
の
集
積
が
進
む
な
か
で
、

現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

産
業
振
興
課
長　
町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
が
で
き
る

か
模
索
し
て
検
討
し
た
い
。

飯
いいもと

本　秀
ひ で お

夫　議員

大正池につながる町道の根本的
な改善を求む

国の事業等を視野に模索する

問問

町
長

荒
廃
農
地
の
解
消
策

問 問

問 問産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

害
獣
対
策
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

問

集
落
営
農
組
織
の
育
成
に

つ
い
て

モ
ミ
ガ
ラ
堆
肥
の
普
及
に
つ

い
て

箱ワナで捕獲した害獣箱ワナで捕獲した害獣
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　　梅
うめもと

本　智
ともあき

明　議員

問
子
育
て
世
帯
や
Ｕ
タ
ー

ン・Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
対
し

て
の
施
策
の
現
状
と
今
後
の

拡
充
方
針
は
。

町
長　
特
化
し
た
住
宅
施
策

は
現
状
な
い
が
、町
の
重
要
課

題
。他
自
治
体
の
取
組
状
況

を
踏
ま
え
、効
果
的
な
定
住

促
進
施
策
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
た
い
。

問
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

町
長　
地
域
の
包
括
的
な
支

援
、サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構

築
を
推
進
す
る
。

問
空
き
家
問
題
、本
町
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
、町
長
の

認
識
は
。

町
長  

今
、１
０
０
０
軒
近
く

空
き
家
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、今
後
も
現
状
の
ま
ま
で

は
増
え
て
い
く
の
で
は
と
懸
念

し
て
い
る
。

公
民
連
携
に
つ
い
て

問
公
民
連
携
協
定
の
件
数
、

相
手
先
、具
体
的
取
り
組
み

内
容
は
。

町
長  

主
要
な
協
定
は
14
件
、

具
体
的
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
ア

イ
株
式
会
社
と
の
連
携
に
よ

る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
に
よ
る

空
き
家
管
理
、さ
ら
に
は
官
民

学
の
連
携
に
よ
る
町
の
Ｐ
Ｒ

活
動
な
ど
に
よ
り
、知
名
度
向

上
に
つ
な
が
る
成
果
が
出
て
い

る
。

問
何
を
も
っ
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る

の
か
、数
値
的
に
表
せ
る
も
の

が
あ
る
の
か
。。

町
長
公
室
長　
効
果
を
図
る

数
値
目
標
な
ど
は
設
定
で
き

て
な
い
状
況
で
、今
後
、定
量

的
、客
観
的
な
評
価
基
準
を

設
け
て
進
捗
管
理
の
仕
組
み

を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

問
不
動
産
事
業
者
と
の
公

民
連
携
協
定
の
考
え
は
。

町
長
公
室
長  

今
後
、新
た
な

公
民
連
携
の
選
択
肢
と
し
て

検
討
を
進
め
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
団
体
に
つ
い
て

問
補
助
金
に
限
ら
ず
、研
修

に
関
し
て
の
助
成
や
、バ
ス
を

出
す
と
か
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

産
業
振
興
課
長　
補
助
金
だ

け
で
な
く
、指
導
と
か
支
援
策

を
検
討
し
、団
体
が
存
続
可

能
で
き
る
よ
う
実
施
し
た
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
立
ち

上
げ
準
備
を
し
て
い
る
が
、観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
と
の
関

係
は
。

町
長
公
室
長　
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
会
と
は
被
ら
な
い
役

割
を
担
う
と
考
え
て
い
る
。行

政
と
民
間
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な

る
よ
う
な
公
社
の
立
ち
上
げ

を
考
え
て
い
る
。

地域の持続可能性を支える重要
な施策

住宅政策の位置づけは

【
み
や
こ
町
空
き
家
バ
ン
ク
】

　

空
き
家
を
有
効
活
用

し
、定
住
促
進
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、空
き
家
の
賃
貸
及

び
売
却
希
望
す
る
所
有
者

か
ら
提
供
さ
れ
た
物
件
情

報
を
定
住
希
望
す
る
方
へ

提
供
し
て
い
る
。

詳しくはこちら詳しくはこちら
(みやこ町ホームページ）(みやこ町ホームページ）

問

問

町
長

町
長

町
長

問問

問問

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

産
業
振
興
課
長

町
長

問 問

公
民
連
携
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
団
体
に
つ
い
て
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問
先
の
町
長
及
び
議
員
選

挙
で
は
、開
票
結
果
を
防
災

行
政
無
線
で
は
周
知
さ
れ
な

か
っ
た
。有
権
者
か
ら
な
ぜ
だ

と
の
声
が
挙
が
っ
た
。防
災
行

政
無
線
で
の
周
知
は
で
き
な

い
の
か
。

町
長　
開
票
事
務
の
終
了
が

深
夜
に
及
ん
で
い
る
。
騒
音

と
感
じ
る
町
民
も
い
る
こ
と

か
ら
無
線
で
の
放
送
は
し
な

か
っ
た
。

問
廃
止
の
理
由
を
深
夜
の

騒
音
に
配
慮
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、開
票
速
報
は
騒
音
で

し
ょ
う
か
。

総
合
行
政
委
員
会
事
務
局
長　

騒
音
と
い
う
よ
う
な
ク
レ
ー

ム
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

問
一つ
の
ク
レ
ー
ム
を
取
る

の
か
、多
く
の
方
が
放
送
を

望
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

総
務
課
長　
開
票
結
果
は
い

ち
早
く
知
ら
せ
る
こ
と
、そ
の

方
法
の一つ
と
し
て
防
災
行
政

無
線
も
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
お
り
、検
討
課
題
と
す
る
。

介
護
保
険
給
付
事
業
に
つ
い

て問
家
族
介
護
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
、紙
お
む
つ
の
給

付
を
行
っ
て
い
る
が
、給
付
対

象
者
要
件
等
が
難
し
く
厳
し

く
、実
情
に
沿
っ
て
い
な
い
よ

う
に
あ
る
。実
態
に
考
慮
し

た
給
付
額
等
に
見
直
し
で
き

な
い
か
。

町
長　
要
介
護
４
及
び
要
介

護
５
の
方
が
対
象
と
し
て
い

た
が
、
平
成
30
年
に
要
介
護

３
の
方
も
対
象
と
し
た
。
今

年
度
み
や
こ
町
の
地
域
福
祉

総
合
計
画
に
お
け
る
介
護
保

険
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行

う
の
で
、
保
険
料
、
財
政
状

況
、
国
の
動
向
を
見
据
え
検

討
し
た
い
。

問
支
給
対
象
が
住
民
税
非
課

税
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
隣

の
町
で
は
世
帯
員
が
課
税
者

で
あ
っ
て
も
本
人
が
非
課
税

の
場
合
は
半
額
を
支
給
し
て

い
る
。
検
討
の
余
地
は
な
い

か
。

保
険
福
祉
課
長　
最
終
的
に

は
、
介
護
保
険
料
に
影
響
が

出
て
く
る
と
考
え
る
が
、
可

能
な
限
り
在
宅
支
援
に
努
め

て
い
き
た
い
。

集
落
支
援
員
の
活
動
に
つ
い

て

問
諌
山
地
域
、犀
川
地
域
を

対
象
と
し
た
２
名
の
集
落
支

援
員
が
活
動
し
て
い
る
が
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
求

め
ら
れ
る
。つ
い
て
は
活
動

拠
点
を
諌
山
地
区
活
性
化
セ

ン
タ
ー
及
び
犀
川
支
所
に
移

し
、効
率
化
、充
実
化
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
諌
山
、
鐙
畑
、
喜
多

良
地
区
の
担
当
支
援
員
は
、

地
理
的
に
も
距
離
が
あ
る
こ

と
や
施
設
の
休
館
日
と
支
援

員
の
活
動
計
画
が
合
わ
な
い

等
も
あ
り
、
現
在
は
役
場
本

庁
舎
を
拠
点
に
し
て
い
る
。

帆
柱
、
伊
良
原
、
横
瀬
地
区

の
担
当
支
援
員
は
、
犀
川
支

所
よ
り
災
害
時
な
ど
急
を
要

す
る
際
に
も
迅
速
な
支
援

が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
現

在
、
伊
良
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
し
て
い

る
。

柿
か き の

野　直
な お こ

子　議員

開票結果を防災行政無線で
周知を

検討課題とする

問

集
落
支
援
員
の
活
動
に
つ

い
て

介
護
保
険
給
付
事
業
に
つ

い
て

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

保
険
福
祉
課
長

総
務
課
長

総
合
行
政
委
員
会
事
務
局
長

町
長

問問問

問

問

配置地区 配置人数

諌山・鐙畑・喜多良 １人

伊良原・帆柱・横瀬 １人

集落支援員配置状況（HPより）集落支援員配置状況（HPより）
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原
は ら だ

田　和
か ず み

美　議員

検討を進めていく

町独自の農業機械導入補助制度を

問
農
業
機
械
補
助
に
つ
い

て
、農
業
機
械
が
年
々
高
騰

し
、農
地
を
守
る
上
で
機
械

補
助
は
必
要
で
は
な
い
か
。

　
み
や
こ
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
は
、高
齢
化
と
担

い
手
不
足
に
よ
り
深
刻
な
状

況
で
あ
る
。農
地
を
維
持
し
、

次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
に
は
、作

業
の
省
力
化
・
効
率
化
を
進

め
る
農
業
機
械
の
購
入
や
更

新
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
し
か
し
、現
在
、国
の
補
助

事
業
は
、そ
の
多
く
が「
認
定

農
業
者
」や「
一
定
以
上
の
規

模
拡
大
」を
要
件
と
し
て
お

り
、極
め
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

の
が
実
態
で
あ
る
。

　
み
や
こ
町
に
お
い
て
汗
を

流
し
、地
域
の
農
地
を
守
っ
て

い
る
大
半
の
小
規
模
農
家
、

兼
業
農
家
の
方
々
は
、こ
の
国

の
支
援
の
枠
組
み
か
ら
漏
れ

て
い
る
。

　
機
械
の
買
い
替
え
や
高
齢

化
を
理
由
と
し
た
離
農
を
食

い
止
め
、地
域
の
農
地
を
守

る
た
め
に
は
、国
庫
補
助
の
対

象
と
な
ら
な
い一般
の
農
家
を

救
う
、町
独
自
の
農
業
機
械

導
入
補
助
制
度
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、町
長
の
見

解
を
伺
う
。

町
長　
地
域
の
農
地
や
景
観

を
維
持
し
て
い
る
小
規
模
農

家
や
兼
業
農
家
の
方
々
は
、

み
や
こ
町
の
農
業
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国

の
補
助
要
件
に
は
満
た
な
い

が
、
意
欲
あ
る
農
家
へ
の
支

援
は
、
町
と
し
て
も
課
題
と

捉
え
て
い
る
。

　

議
員
提
案
の
独
自
支
援

は
、
離
農
防
止
等
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
乱
発
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
一
定

の
制
限
や
要
件
設
定
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　
今
後
、
実
効
性
の
あ
る
要

件
設
定
と
補
助
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
小
規
模
農
家
・
兼
業
農

家
は
、
農
業
機
械
を
修
理
し

な
が
ら
何
十
年
も
使
っ
て
い

る
。
国
の
機
械
補
助
は
大
規

模
農
家
や
営
農
組
織
を
対
象

に
し
て
い
る
。
町
と
し
て
独

自
に
何
か
で
き
な
い
か
。

町
長　
財
政
的
な
問
題
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。

問
今
の
状
態
だ
っ
た
ら
農
家

は
ど
ん
ど
ん
減
る
。
農
家
の

ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
。
腰
を

曲
げ
、
肩
が
痛
い
、
足
が
痛

い
と
言
い
な
が
ら一生
懸
命
農

業
を
や
っ
て
い
る
。
そ
の
状

況
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
。

町
長　

今
回
い
た
だ
い
た
提

案
、
大
変
重
要
な
内
容
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
長

問

町
長

問問町
長

農業用機械農業用機械



問

答 動画はこちら

9　みやこ町議会だより　第87号

問
野
外
焼
却
と
い
う
言
葉

が
出
た
が
時
間
帯
は
。

住
民
課
長　
住
民
か
ら
情
報

を
受
け
、20
時
30
分
、夜
間
な

の
で
目
立
つ
明
る
さ
に
な
っ
て

い
た
。

問
近
年
、ヤ
ー
ド
火
災
が
増

え
て
い
る
、み
や
こ
町
も
林
野

に
隣
接
し
て
い
る
が
、火
災
の

危
険
性
を
町
長
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

町
長　

認
識
と
い
え
ば
、
や

め
て
欲
し
い
の一点
に
尽
き
る
。

資
格
取
得
補
助
制
度
の
設
立

を問
各
分
野
に
お
い
て
働
き
手

不
足
が
課
題
で
あ
る
。
町
内

の
失
業
者
、非
労
働
力
人
口
、

就
職
希
望
者
の
人
数
を
ど
れ

く
ら
い
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長　

国
勢
調
査
の
結
果
、

令
和
２
年
で
は
、人
口
１
万
８

８
２
５
人
に
対
し
、完
全
失
業

者
が
４
４
９
人
、非
労
働
力
人

口
が
７
９
２
３
人
と
な
っ
て
い

る
。

問
み
や
こ
町
も
、資
格
取
得

補
助
制
度
を
設
立
し
て
地
元

企
業
へ
の
就
業
や
就
農
強
化

に
繋
げ
る
取
り
組
み
は
出
来

な
い
か
。

町
長　
み
や
こ
町
の
人
口
減

少
対
策
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
次
世
代
の
農
業
の
担
い

手
育
成
の
観
点
か
ら
大
変
重

要
か
つ
有
意
義
な
提
案
で
あ

り
、
働
く
意
欲
が
あ
り
な
が

ら
も
様
々
な
事
情
に
よ
り
無

業
の
方
々
に
対
し
資
格
取
得

を
支
援
す
る
こ
と
は
自
立
を

促
す
だ
け
で
は
な
く
、
貴
重

な
人
材
供
給
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

遊
具
に
つ
い
て

問
町
内
の
児
童
遊
園
内
に

あ
る
遊
具
が
長
期
使
用
禁
止

に
な
っ
て
い
る
が
。

町
長　
２
年
に
１
度
の
安
全

点
検
で
異
常
が
あ
り
、修
繕
ま

た
は
対
策
が
必
要
と
な
っ
た

為
、使
用
禁
止
と
し
て
い
る
。

意
見　
児
童
遊
園
の
利
用
者

か
ら
理
由
が
わ
か
ら
な
い
と

聞
く
。区
長
を
集
め
、児
童
遊

園
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
と

示
し
て
い
だ
だ
き
た
い
。

食
育
や
農
業
体
験
を

問
み
や
こ
町
で
も
田
植
え
体

験
や
稲
刈
り
体
験
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
以
上
に
多
様
な

食
育
や
農
業
体
験
に
も
力
を

入
れ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

教
育
長　

特
定
の
テ
ー
マ
に

注
力
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
が
、
既
存
の
枠
組
み
の
中

で
工
夫
で
き
な
い
か
考
え
る
。

松
まつもと

本　潤
じゅん

　議員

ヤード条例の制定を今年度中と
しているが進展は

ヤードの実態を見ながら、引き続き
今年度中の制定を目指している

教
育
長

町
長

遊
具
に
つ
い
て

食
育
や
農
業
体
験
を

住
民
課
長

町
長

町
長

町
長

問 問問

問

問

問

意
見

資
格
取
得
補
助
制
度
の
設

立
を

子どもが刈った稲の天日干し子どもが刈った稲の天日干し 無農薬野菜無農薬野菜
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大
おおつか

束　英
ひでとし

壽　議員

問
他
自
治
体
で
部
活
の
送

迎
中
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
事

故
で
１
名
が
死
亡
す
る
悲
惨

な
事
故
が
起
き
た
。学
校
、部

活
、バ
ス
会
社
の
説
明
で
は
、

し
っ
か
り
し
た
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
の
こ
と
。み
や
こ
町

で
は
事
件
事
故
は
起
き
て
い

な
い
が
、多
く
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
が
稼
働
す
る
中
、危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
は
急
務
と

考
え
る
。町
の
考
え
を
問
う
。

教
育
長　
運
行
契
約
は
危
機

管
理
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
。こ

の
契
約
に
基
づ
き
、委
託
業
者

か
ら
安
全
運
行
マ
ニュ
ア
ル
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。

問
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

は
、町
外
に
通
学
さ
れ
て
い
る

生
徒
へ
の
給
食
費
相
当
の
助

成
は
で
き
な
い
か
。

町
長　
令
和
８
年
度
に
お
い

て
も
、町
外
通
学
者
に
対
し
て

予
算
計
上
は
し
て
い
な
い
。一方

で
、国
の
学
校
給
食
費
の
負
担

軽
減
制
度
は
、本
年
４
月
か
ら

小
学
生
を
対
象
に
始
ま
っ
た

が
、中
学
生
の
給
食
費
負
担

軽
減
に
関
し
て
、国
は
今
後
制

度
拡
充
を
検
討
す
る
旨
を
述

べ
る
に
留
ま
って
い
る
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
を

問
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
数
と

年
間
の
ミ
ラ
ー
取
り
替
え
個

数
と
予
算
は
。

町
長　
昨
年
度
は
８
基
の
新

設
と
９
枚
の
ミ
ラ
ー
の
交
換

を
し
た
。今
年
度
の
予
算
は

６
５
０
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。

問
私
道
か
ら
町
道
に
面
す

る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
は
で

き
な
い
か
。

町
長　
私
有
地
や
私
道
の
出

入
口
付
近
へ
の
設
置
は
、利
用

者
が
特
定
の
個
人
や
世
帯
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、町
に

よ
る
設
置
は
し
て
い
な
い
。

空
き
家
・
空
き
地
に
つ
い
て

問
空
き
家・空
き
地
に
対
し

て
、罰
則
規
定
を
設
け
る
条

例
制
定
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

町
長　
議
員
提
案
の「
独
自

条
例
に
よ
る
罰
則
適
用
」に
つ

い
て
は
、私
有
財
産
保
護
の
観

点
か
ら
法
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ

る
。今
後
も
罰
則
規
定
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、現
行

の
特
別
措
置
法
や
条
例
の
運

用
状
況
を
検
証
し
、本
町
の

実
情
に
即
し
た
最
も
効
果
的

な
空
き
家・空
き
地
対
策
を
引

き
続
き
検
討
す
る
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て問
犀
川
地
区
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
方
向
性
は
示
さ
れ

た
が
、犀
川
地
区
が
取
り
残

さ
れ
た
感
が
あ
る
。年
次
計

画
を
早
急
に
示
せ
。

町
長　
今
後
の
進
め
方
と
し

て
は
、令
和
８
年
度
に
旧
犀
川

支
所
横
の
用
地
取
得
や
建
物

解
体
の
設
計
に
着
手
、令
和

９
年
度
か
ら
解
体
工
事
と
住

宅
づ
く
り
の
詳
細
な
調
査・設

計
、令
和
10
年
度
以
降
は
、生

活
支
援
の
核
と
な
る
複
合
施

設
の
建
設
や
民
間
連
携
住
宅

の
整
備
を
順
次
進
め
、エ
リ
ア

全
体
の
完
成
を
目
指
す
方
針

で
あ
る
。

町と運行業者との間で共有する
危機管理マニュアルがある

スクールバス危機管理マニュアル
は策定されたのか

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
を

空
き
家・空
き
地
に
つ
い
て

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問問

問 問

問

スクールバス
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問
長
期
休
暇
中
の
学
童
保
育

で
は
、毎
日
の
弁
当
準
備
が
保

護
者
の
大
き
な
負
担
で
あ
る
。

希
望
者
だ
け
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
注
文・決
済
で
き
る
昼

食
注
文
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

保
護
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
や

試
験
導
入
を
検
討
で
き
な
い

か
。

町
長　
現
在
は
弁
当
持
参
で

あ
り
、町
及
び
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
直
接
の
要
望
は
寄
せ
ら
れ

て
い
な
い
。町
と
し
て
具
体
的

な
調
査
や
検
討
は
行
って
お
ら

ず
、試
験
導
入
は
現
時
点
で
考

え
て
い
な
い
が
、他
自
治
体
の

事
例
や
保
護
者
の
意
見
等
を

参
考
に
、必
要
に
応
じ
研
究
す

る
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

問
ア
ラ
イ
グ
マ
等
に
よ
る

農
作
物
被
害
の
現
状
と
捕
獲

体
制
は
。

町
長　

令
和
７
年
度
は
約

９
０
０
件
、約
４
０
０
万
円

の
被
害
報
告
が
あ
り
、約

１
０
０
０
頭
を
駆
除
し
た
。今

後
も
近
隣
市
町
と
連
携
し
、

捕
獲
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

道
路
・
生
活
環
境
の
整
備
に
つ

い
て

問
祓
川
線
沿
い
の
樹
木・雑

草
に
よ
る
見
通
し
の
悪
化
や

通
行
上
の
危
険
へ
の
対
応
は
。

町
長　
町
も
現
状
を
把
握
し

て
お
り
、毎
年
お
盆
前
に
除

草
・
枝
打
ち
を
実
施
し
て
い

る
。通
報
や
要
望
を
受
け
現

地
確
認
し
、必
要
に
応
じ
て
伐

採
を
行
う
。今
後
も
巡
回
を

強
化
し
、安
全
な
通
行
環
境

の
確
保
に
努
め
る
。

公
共
施
設
の
利
便
性
向
上
に

つ
い
て

問
豊
津
地
区
に
新
設
さ
れ

た
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
整
備
と
案
内
看
板
設
置

は
。

町
長　
旧
公
民
館
解
体
後
に

外
構
整
備
を
行
う
計
画
で
あ

り
、補
正
予
算
案
に
関
連
経
費

を
計
上
し
て
い
る
。案
内
看
板

も
予
算
成
立
後
、速
や
か
に
設

置
を
進
め
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い

て問
高
齢
者
等
を
取
り
残
さ

な
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

町
長　
昨
年
度
は
ス
マ
ホ
教
室

を
12
回
開
催
し
、延
べ
１
０
２

人
が
参
加
し
た
。窓
口
支
援
を

継
続
し
、公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
や
書
か
な
い
窓
口
等
を
進

め
、や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
に
取

り
組
む
。

楠
く す だ

田　涼
りょう

　議員

学童保育の昼食支援導入を

他自治体の事例等を参考に研究
する

豊津地区に新設された文化交流センター豊津地区に新設された文化交流センター

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問問

問

問 問 公
共
施
設
の
利
便
性
向
上

に
つ
い
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

い
て

道
路・生
活
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

祓川沿いの樹木・雑草
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問
こ
の
議
会
の
補
正
予
算

案
に
冠
水
対
策
費（
６
０
０
万

円
）が
計
上
さ
れ
て
い
る
。工

程
表
を
作
り
取
り
組
め
な
い

か
。

都
市
整
備
課
長　
国
富
池
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
今
後
、

地
元
関
係
者
の
皆
様
と
協
議

を
重
ね
、
ま
と
ま
っ
た
案
件
か

ら
進
め
た
い
。

問
築
城
基
地
は
、米
軍
の
訓

練
受
け
入
れ
を
目
的
に
整
備

が
進
ん
で
い
る
。治
安
問
題
も

あ
り
、基
地
周
辺
地
域
の
街

灯
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

街
灯
の
間
隔
が
１
５
０
メ
ー

ト
ル
で
は
暗
い
。ま
た
電
気
代

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
街
灯
の
電
気
代

の
直
接
的
な
補
助
は
な
い
。行

政
区
内
の
分
は
行
政
区
が
負

担
し
て
い
る
。１
戸
当
た
り

１
０
０
０
円
の
区
活
動
助
成

金
が
あ
る
の
で
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。１
５
０

メ
ー
ト
ル
間
隔
の
件
は
検
討

す
る
事
項
と
思
う
が
現
段
階

で
は
１
５
０
メ
ー
ト
ル
。

問
地
区
か
ら
井
堰
や
側
溝

の
改
修
等
の
要
望
が
出
て
い

る
。地
区
の
負
担
を
免
除
し

て
、何
年
か
を
か
け
て
や
る
計

画
は
で
き
な
い
か
。

町
長　
実
施
困
難
と
回
答
し

た
案
件
に
つ
い
て
は
、
再
度
、

地
元
関
係
者
と
協
議
し
、
町

の
事
業
と
し
て
や
れ
な
い
か
検

討
す
る
。
基
金
に
つ
い
て
は
明

確
な
こ
う
い
う
事
業
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

農
業
振
興
の
た
め
に

問
農
地
の
災
害
復
旧
工
事

の
個
人
負
担
金
が
大
き
い
。

農
業
を
支
援
す
る
立
場
か

ら
負
担
率
を
下
げ
ら
れ
な
い

か
。

町
長　
応
益
負
担
の
原
則
に

基
づ
き
、所
有
者
に
事
業
費
の

５
％
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
交
付
金
な
ど
農
業
振

興
策
は
規
定
通
り
取
り
組
ま

れ
て
い
る
か
。

町
長　
国
や
県
の
定
め
る
要

綱
等
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

る
。要
綱
等
お
よ
び
交
付
団
体

名
な
ど
の
資
料
を
提
出
す
る
。

学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
態

に
つ
い
て

問
教
員
の
働
き
方
改
革
の一

環
と
し
て
、ク
ラ
ブ
活
動
の
指

導
者
を
外
部
に
お
願
い
す
る

方
向
だ
が
、進
捗
状
況
を
伺

う
。

学
校
教
育
課
長  

７
年
度
実

績
で
は
中
学
校
運
動
部
９
種

目
24
部
、文
化
部
２
種
目
５

部
が
あ
る
。運
動
部
は
ほ
と
ん

ど
が
外
部
指
導
員
を
取
り
入

れ
て
い
る
。７
年
度
実
績
で
は

部
活
動
指
導
員
８
名
、外
部

指
導
者
22
名
と
な
っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
令
和
13
年
度

を
目
標
に
学
校
か
ら
部
活
動

を
な
く
し
地
域
の
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
活
動
し
て
も
ら
う
計
画
。

問
ク
ラ
ブ
活
動
の
移
動
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。責
任
体
制

や
不
慮
の
事
故
の
対
策
は
大

丈
夫
か
。

教
育
長  

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

の
委
託
業
者
と
別
途
契
約
を

締
結
し
、当
該
業
者
が
雇
用

し
た
も
の
が
運
転
し
て
い
る
。

必
ず
顧
問
等
の
指
導
者
が
同

乗
す
る
。学
校
に
お
け
る
責
任

体
制
の
も
と
で
運
行
し
て
い

る
。

問
保
護
者
が
送
迎
し
て
い
る

と
耳
に
す
る
が
。

学
校
教
育
課  

教
育
委
員
会

で
は
、保
護
者
が
送
迎
し
て
い

る
こ
と
は
把
握
し
て
い
な
い
。

対策案ができてなく事業計画まで
には至っていない

国富池の改修計画は

柿
か き の

野　義
よしなお

直　議員

問問

問問 学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
実

態
に
つ
い
て

町
長

教
育
長

町
長

町
長

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課
長

問 問都
市
整
備
課
長

総
務
課
長

農
業
振
興
の
た
め
に

問問
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問
生
活
必
需
品
の
確
保
、医

療
、農
業
、食
料
な
ど
の
各
分

野
に
お
け
る
影
響
調
査
及
び

緊
急
対
策
な
ど
、町
独
自
の

対
策
、取
組
を
求
め
る
。

　

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
ペ
ル

シ
ャ
湾
岸
地
域
は
窒
素
肥
料

の
世
界
的
供
給
拠
点
で
、約

30
％
か
ら
35
％
が
取
引
さ
れ

て
い
る
。農
業
へ
の
影
響
は
。

町
長　
農
協
等
の
関
係
機
関

と
連
携
を
図
る
。

問
医
療・介
護
な
ど
必
要
な

資
材
の
確
保
を
。

町
長　
医
療
機
関
の
調
査
を

行
い
、
安
定
供
給
に
向
け
、

業
界
団
体
を
通
じ
需
給
状
況

の
確
認
を
行
う
。
入
手
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
医
療
用
手
袋

の
放
出
の
問
合
せ
先
を
公
表

し
て
い
る
。

命
に
格
差
を
つ
け
る一部
保
険

外
療
養
は
撤
回
す
べ
き

問
市
販
薬
に
似
た
成
分
や

効
能
が
あ
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
湿
剤
や
抗
ア
レ
ル
ギ
ー

剤
、解
熱
鎮
痛
薬
な
ど
７
７

成
分
、約
１
１
０
０
品
目
で
薬

剤
費
の
４
分
の
１
を
徴
収
し
、

新
た
に
患
者
に
追
加
負
担

を
求
め
る
仕
組
み
を
作
る
も

の
。窓
口
負
担
増
で
診
療
が

受
け
ら
れ
な
い
人
が
い
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
お
金
が
あ
る
な
し
で
受
け

ら
れ
る
医
療
に
格
差
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

町
長　
受
診
の
際
、
窓
口
負

担
が
増
え
る
こ
と
で
必
要
な

受
診
を
控
え
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
適
切
な
医
療
を
受
け

る
よ
う
、
皆
様
へ
周
知
を
行

う
。

学
習
権
を
保
障
す
る
機
関
と

し
て
の
図
書
館
機
能
の
充
実

を問
１
億
円
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

事
業
計
画
だ
が
図
書
館
機
能

を
残
し
て
い
く
こ
と
。条
例
に

は「
図
書
館
を
」と
う
た
わ
れ

て
い
る
。図
書
館
機
能
の
充

実
確
保
を
求
め
る
。

　
町
長
の
目
指
す
の
は
な
に

か
。

町
長　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

計
画
の
中
で
居
場
所
で
あ
り

本
も
読
め
る
場
所
で
進
め
て

き
た
。
現
在
は
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
と
い
う
名
で
試
行
的
事
業

を
や
っ
て
き
た
。
勝
山
に
お
い

て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
何
ら
か

の
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い

く
。

教
育
長　
従
来
の
図
書
貸
出

や
読
書
推
進
を
中
心
と
し
た

図
書
館
か
ら
、
職
員
の
専
門

性
の
向
上
の
た
め
の
取
組
と

し
て
は
、
高
度
多
様
化
す
る

相
談
に
対
応
す
る
司
書
資
格

を
持
つ
職
員
を
中
心
に
研
修

へ
の
参
加
を
促
し
、
情
報
検

索
ス
キ
ル
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
技

術
の
向
上
を
計
画
的
に
図
り
、

図
書
館
で
ど
の
よ
う
な
調
べ
物

が
で
き
る
か
認
知
度
を
高
め

る
取
組
を
強
化
す
る
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

は
、
図
書
館
の
価
値
を
決
定

づ
け
る
重
要
な
機
能
と
考
え
、

「
困
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
図

書
館
へ
」
と
頼
り
に
さ
れ
る

体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

熊
くまがい

谷　み
み え こ

え子　議員

物価高騰からくらしを守る対策を

必要物資の供給など相談窓口を
設置する

みんなのワークスペースみんなのワークスペース

問

問町
長

問問

学
習
権
を
保
障
す
る
機
関

と
し
て
の
図
書
館
機
能
の

充
実
を

命
に
格
差
を
つ
け
る一部
保

険
外
療
養
は
撤
回
す
べ
き

町
長

町
長

町
長

教
育
長
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岩
いわむら

村　宗
そういちろう

一郎　議員

問
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ

て
い
る
ヤ
ー
ド
に
関
連
す
る

法
案
に
つ
い
て
報
告
を
。

住
民
課
長　
①
延
焼
や
汚
水

流
出
の
防
止
な
ど
廃
棄
物
と

同
等
に
厳
格
な
生
活
環
境
保

全
基
準
遵
守
が
義
務
付
け
ら

れ
る
。

②一定
規
模
以
上
の
施
設
に
対

し
県
な
ど
へ
の
許
可
取
得
の

届
出
が
義
務
化
さ
れ
る
。

③
立
入
検
査
事
業
停
止
命

令
、罰
則
と
し
て
最
大
５
年
の

拘
禁
刑
、１
０
０
０
万
以
下
の

罰
金
な
ど
、県
の
指
導
監
督

権
限
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
る
。

問
賃
貸
住
宅
不
足
や
空
き

家
活
用
に
つ
い
て
、
ど
う
取

り
組
む
か
。

町
長　
賃
貸
住
宅
不
足
は
住

宅
部
門
を
は
じ
め
、移
住
定

住
、空
き
家
対
策
、福
祉
、子

育
て
な
ど
関
係
部
署
が
横
断

的
に
関
わ
る
課
題
で
あ
る
。横

断
的
に
情
報
を
共
有
し
、協

議
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
る
。民
間

事
業
者
や
地
域
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
皆
様
が
持
つ
専
門
的
知
識

や
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
し
な
が

ら
、官
民
連
携
に
よ
る
効
果
的

な
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
。

問
民
間
事
業
者
に
よ
る
ア

パ
ー
ト
建
設
や
空
き
家
改
修

に
よ
る
賃
貸
住
宅
化
へ
の
支

援
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
近
隣
自
治
体
を
は
じ

め
同
様
の
課
題
を
抱
え
る
自

治
体
で
の
先
進
的
な
支
援
事

例
や
、国
及
び
県
の
動
向
、地

域
の
建
築
事
業
者
や
不
動
産

事
業
者
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
等

に
つ
い
て
幅
広
く
情
報
収
集
を

進
め
、町
の
実
情
に
即
し
た
新

た
な
支
援
制
度
の
可
能
性
に
つ

い
て
調
査・研
究
を
進
め
る
。

問
国
道
４
９
６
号
野
峠
ト
ン

ネ
ル
化
に
つ
い
て
、町
の
取
組

は
。

町
長　

野
峠
の
ト
ン
ネ
ル
化

を
含
む
町
内
未
整
備
区
間
の

早
期
解
消
を
最
優
先
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後

も
関
係
自
治
体
と
緊
密
に
連

携
し
、早
期
実
現
に
向
け
要

望
活
動
を
続
け
る
。

問
国
道
４
９
６
号
沿
線
の
活

性
化
に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て

い
る
か
。

町
長　
伊
良
原
ダ
ム
周
辺
を

地
域
活
性
化
を
牽
引
す
る
中

核
拠
点
と
し
て
捉
え
、通
過

型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
へ

の
転
換
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。豊
か
な
自
然
や
歴

史・文
化
遺
産
、伊
良
原
ダ
ム

周
辺
や
じ
ゃ
ぶ
ち
森
の
ビ
レ
ッ

ジ
な
ど
の
観
光
資
源
を
活
か

し
、官
民
連
携
の
枠
組
み
を
構

築
し
な
が
ら
地
域
振
興
に
取

り
組
む
。

問
伊
良
と
ぴ
あ
関
連
施
設

の
今
後
の
活
用
は
。

町
長　
伊
良
原
ダ
ム
の
美
し

い
景
観
や
事
業
環
境
を
活
か

し
、新
た
な
観
光・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
考
え
て

い
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
１
名
配
属
し
、
再
活
用
の

見
直
し
な
ど
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
地
域
公
共
交
通
に
つ
い

て
、今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

町
長　
地
域
公
共
交
通
計
画

を
新
た
に
策
定
し
、
第一段
階

と
し
て
今
年
度
秋
以
降
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
験
的
導

入
を
実
施
す
る
。

県警等と合同で調査を実施し、
不適切な点について注意を行った

生立区のヤードの現状は

町
長

町
長

町
長

町
長

住
民
課
長

問問

問

問問

町
長

町
長

問問



令和 8 年度の方向性

令和 8 年度の方向性

第三セクターとは？

令和 8 年度の方向性

2

1

3

高品質化・高付加価値化を進め、新規出荷者の受け入れや移
動販売を継続する

町などが関わる会社です。利益だけでなく、直売所運営、
買い物支援、地域農業を守る役割も担っています。

新規商品の開発や、収益が期待できる農産物の作付け拡大を進める

適期播種・適期収穫に努め、収量増加と安定生産に取り組む

令和 7 年度 決算

令和 7 年度 決算

令和 7 年度 決算

令和 8 年度 予算

令和 8 年度 予算

令和 8 年度 予算

町民への関係

町民への関係

町民への関係

確認したいポイント

確認したいポイント

確認したいポイント

豊津まちづくり有限会社（国府の郷）

有限会社 勝山町農業支援センター

有限会社 犀川四季犀館

令和7年度第三セクター収支報告
町民の皆さまに分かりやすく、経営状況の要点を整理しました

売上

売上

売上

売上

売上

売上

経常利益

経常利益

営業利益

当期利益

当期利益

経常利益

経常利益

経常利益

経常利益

買い物支援や
高齢者の見守りに
もつながる

地元農産物を買え
る場、地域のにぎ
わい拠点

担い手不足が進む
地域農業を支える

売上減少の原因と、
今後の改善策

出荷者の高齢化に
どう対応するか

町の支援に対して、
どれだけ農地や農
家を守れているか

約1.23億円

約1.89億円

約3,814万円

約1.32億円

約1.89億円

約3,915万円

約19万円

約582万円

約▲2,846万円

約7万円

約471万円

約923万円

約71万円

約584万円

約185万円
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委
員
会
審
査
報
告

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会（
6
月
４
日
）

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会（
6
月
5
日
）

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
6
月
8
日
）

み
や
こ
町
上
下
水
道
事
業
審
議
会
条

例
の
制
定

（
熊
谷
み
え
子
）今
ま
で
な
ぜ
審
議

会
が
な
か
っ
た
の
か
。

（
上
下
水
道
課
長
）令
和
７
年
３
月

に
経
営
戦
略
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
含
め

た
と
こ
ろ
で
町
と
し
て
作
成
し
た
。そ

れ
を
実
現
化
す
る
た
め
に
審
議
会
が
必

要
で
あ
る
。

（
熊
谷
み
え
子
）メ
ン
バ
ー
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
上
下
水
道
課
長
）学
識
経
験
者
と

し
て
県
職
員
Ｏ
Ｂ
、大
学
教
授
、公
認

会
計
士
な
ど
。使
用
者
関
係
と
し
て
区

長
な
ど
。公
共
的
団
体
等
の
役
員
及
び

職
員
に
つ
い
て
は
商
工
会
会
長
、区
長

会
会
長
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（
大
束
英
壽
）議
会
議
員
は
対
象
に

し
て
い
な
い
の
か
。

（
上
下
水
道
課
長
）委
員
に
含
め
て

い
な
い
。

（
小
田
勝
彦
）今
ま
で
い
ろ
ん
な
審

議
会
の
報
告
の
中
で
議
会
が
知
ら
な

い
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
町
長
）お
互
い
に
共
有
し
な
が
ら
問

題
解
決
を
図
っ
て
い
く
や
り
方
に
つ
い
て

は
、是
非
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
中
尾
昌
葊
）他
町
村
と
比
較
し
て

み
や
こ
町
の
水
道
料
金
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

（
上
下
水
道
課
長
）京
築
地
区
で
は

上
か
ら
３
番
目
と
な
って
い
る
。

み
や
こ
町
福
祉
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の一部
改
正

【
概
要
】す
ど
り
の
里
入
浴
施
設
の
９

月
末
廃
止
に
伴
う
改
正

〈
17
ペ
ー
ジ
討
論
参
照
〉

（
六
田
一美
）災
害
の
と
き
に
風
呂

は
大
事
だ
と
思
う
が
、行
政
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）災
害
の
状
況
に
よ
る

が
、そ
う
い
っ
た
事
態
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、自
衛
隊
な
ど
の
機
関
に
お
願

い
し
て
、風
呂
を
提
供
す
る
よ
う
な
形

を
現
在
は
考
え
て
い
る
。

（
梅
本
智
明
）同
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
で
風
呂
の
廃
止
に
つ
い
て
反
対

の
意
見
は
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
。

（
保
険
福
祉
課
長
）反
対
と
の
意
見

ま
で
至
って
い
な
か
っ
た
と
思
って
い
る
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
基
に
説
明

し
て
リ
ー
ス
期
間
と
合
わ
せ
、今
回
閉

鎖
と
い
う
形
を
取
り
た
い
と
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

外
国
人
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
料
等
の

未
納・滞
納
対
策
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

〈
18
ペ
ー
ジ
討
論
参
照
〉

（
飯
本
秀
夫
）十
分
な
資
料
と
は

言
え
な
い
が
、ず
っ
と
継
続
審
査
が
長

引
い
て
い
る
の
で
、で
き
る
だ
け
議
員
発

議
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
と
思
う
の
で
、

今
回
採
決
し
て
は
ど
う
か
。

（
柿
野
義
直
）出
さ
れ
た
資
料
は

新
聞
の
記
事
。こ
れ
は
不
十
分
だ
と
思

う
。こ
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
継
続
審

査
だ
っ
た
が
廃
案
に
す
る
べ
き
と
思
う
。

（
楠
田
涼
）４
つ
の
要
望
の
う
ち
の

未
納・滞
納
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
厳

格
化
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と

か
。（

松
本
潤
）今
国
で
も
か
な
り
厳
格

化
し
つ
つ
あ
る
が
、現
状
引
っ
越
し
で
母

国
に
逃
げ
た
ら
追
っ
て
い
か
れ
な
い
、そ

の
あ
た
り
を
厳
格
化
し
、ど
こ
に
逃
げ

て
も
足
取
り
が
お
え
る
よ
う
に
と
い
う

形
。

令
和
８
年
度一般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
飯
本
秀
夫
）市
民
大
学
の
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
町
長
公
室
長
）ま
だ
、講
師
等
を

具
体
的
に
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
起
業
に
関
す
る
こ
と
、空
き
家

に
関
す
る
こ
と
、地
域
課
題
に
関
す
る

こ
と
を
先
進
的
に
や
っ
て
い
る
地
域
か

ら
、講
師
を
呼
ん
で
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問問 問 答答 答

問問問

問

答答答

答

問問 答答

意
見

意
見
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（
柿
野
義
直
）グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

業
務
委
託
料
と
し
て
、実
装
支
援
事

業
と
ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立
準
備
調

査
に
５
０
０
万
円
ず
つ
計
上
さ
れ
て
い

る
。ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設
立
は
済
ん

で
い
る
よ
う
に
思
う
が
、ど
の
よ
う
な

仕
事
を
す
る
委
託
料
な
の
か
。ま
た
実

装
支
援
事
業
の
内
容
と
は
。

（
町
長
公
室
長
）ま
ち
づ
く
り
公
社

は
、行
政
と
民
間
を
つ
な
ぐ
も
の
。ま
ち

づ
く
り
会
社
と
は
別
物
で
ま
だ
設
立
し

て
い
な
い
。委
託
内
容
は
、人
材
登
用
の

支
援
、収
支
計
画
の
作
成
、設
立
の
サ

ポ
ー
ト
。

実
装
支
援
事
業
の
内
容
は
、住
民
を

巻
き
込
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催

な
ど
を
支
援
す
る
費
用
。

（
岩
村
宗
一郎
）バ
ス
の
実
証
実
験

に
つ
い
て
具
体
的
な
政
策
と
ル
ー
ト

案
は
。

（
行
政
経
営
課
長
）勝
山
地
区
で
あ

れ
ば
、長
川
辺
り
か
ら
ユ
ニ
プ
レ
ス
前

を
通
り
２
０
１
号
に
出
て
行
橋
に
行
く

ル
ー
ト
、赤
村
か
ら
崎
山
を
通
り
豊
津

に
行
く
ル
ー
ト
、犀
川
駅
か
ら
今
川
を

通
る
ル
ー
ト
で
ス
タ
ー
ト
地
点
は
ま
だ

検
討
中
。

　すどりの里入浴施設は、長年にわたり地域住民の憩い
と交流の場として親しまれ、また、福祉向上に寄与してき
た施設であり、その役割を果たしてきたことにあらためて
敬意を表します。
　高齢者をはじめ利用者の皆さまの思いを考えれば、今
回の条例改正は決して軽く受け止められるものではありま
せん。
　しかし、人口減少や利用状況、施設の老朽化、維持
管理費の負担などを総合的に考えたとき、限られた財源

の中で公共施設の在り方を見直すことは避けて通れませ
ん。
　今回の提案は、公共施設再配置計画に沿った対応で
あり、また、みやこ町福祉コミュニティセンター運営委員
会においても、慎重に審議を重ね、廃止は適切であると
の答申がなされており、必要な見直しであると考えます。
　今を守るだけではなく、将来世代に過度な負担を残さ
ないという責任ある判断も、私たち議会に求められている
ものであります。
　地域住民への配慮や代替的な福祉施策への対応も求
めつつ、本議案に賛成します。

　まず申し上げたいのは、私は長年にわたり地域住民に親
しまれ、多くの方に利用されてきた「すどりの里」の入浴
施設の役割を否定するものではありません。
　実際に令和 7年度においても年間 9,245 人、一日平
均 31 人の利用があり、そのうち約 7割が町内利用者で
あります。地域福祉の観点から一定の役割を果たしてきた
施設であることは間違いありません。
　しかしながら、行政運営においては、利用者の思いだけ
でなく、施設の維持管理に要する費用や将来にわたる持
続可能性についても判断しなければなりません。
　資料によりますと、令和 7年度の入浴施設に係る支出
は約1,939万円であるのに対し、収入は約225万円となっ
ております。また、過去 9年間を見ても、年間平均で約
1,835 万円の支出に対し、収入は約 217 万円に留まって
おります。つまり、毎年 1,600 万円から1,700 万円程度
の一般財源が投入されている状況であります。

　さらに、本施設については平成 30年に策定された「み
やこ町公共施設再配置計画」において、ボイラーのリー
ス期間終了に合わせて廃止する方針が既に示されており
ました。その後も町は、福祉・コミュニティセンター運営
委員会に諮問し、慎重な審議を経た結果、「廃止は適切
である」との答申を受けております。
　私は、今回の提案は突然のものではなく、長年にわた
り議論されてきた公共施設再配置の方針に基づくもので
あり、その手続きについては一定の妥当性があると考え
ます。
　もちろん、施設の廃止によって不便を感じられる住民の
方々がおられることも事実であります。
　だからこそ町には、運営委員会から付された「住民へ
の丁寧な説明」「施設廃止後の有効活用」「地域福祉
機能の維持」に真摯に取り組むことを強く求めるものであ
ります。
限られた財源の中で将来世代へ過度な負担を残さず、持
続可能な行政運営を行うための判断として、本議案に賛
成するものであります。
　以上で賛成討論といたします。

議案第３８号 みやこ町福祉・コミュニティセンターの設置及び管理に関する
　　　　　  条例の一部を改正する条例の制定について可決

問 問答答

梅本 智明 議員

岩村 宗一郎 議員

賛成 討論

賛成 討論
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構
成
員
に
変
更
が
あ
っ
た
委
員
会
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（ 

◎
委
員
長  

○
副
委
員
長 

）

総
務
産
業

常
任
委
員
会

　
◎
岩
村　
宗一郎

　
○
柿
野　
義
直

　
　
原
田　
和
美

　
　
飯
本　
秀
夫

　
　
松
本　
潤

　
　
楠
田　
涼

人
口
減
少
問
題
対
策

特
別
委
員
会　

　
◎
中
尾　
昌
葊

　
○
六
田　
一美

　
　
梅
本　
智
明

　
　
小
田　
勝
彦

　
　
柿
野　
直
子

　
　
岩
村　
宗一郎

　
　
楠
田　
涼

広
報
特
別
委
員
会　

　
◎
熊
谷　
み
え
子

　
○
六
田　
一美

　
　
柿
野　
義
直

　
　
柿
野　
直
子

　
　
松
本　
潤

　
　
楠
田　
涼

勝
山
地
区
学
校
再
編

整
備
特
別
委
員
会

　
◎
松
本　
潤

　
○
岩
村　
宗一郎

　
　
梅
本　
智
明

　
　
柿
野　
義
直

　
　
飯
本　
秀
夫

　
　
小
田　
勝
彦

　
　
柿
野　
直
子

  （
設
置
の
目
的
）

  

勝
山
地
区
学
校
再
編
整  

  

備
に
関
す
る
調
査
及
び  

  

研
究

議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会

　
◎
大
束　
英
壽

　
○
松
本　
潤

　
　
梅
本　
智
明

　
　
小
田　
勝
彦

　
　
六
田　
一美

　
　
岩
村　
宗一郎

　
　
楠
田　
涼

新
設

　近年、日本にも移民が多く来て、様々な問題が出てきて
おり、その中の１つに国民健康保険料の滞納や、医療費
の未払いがあります。３か月を超えて在留する外国人は、
国民健康保険に加入義務がありますが、義務だからとい
って全ての人が加入しているわけではありません。中には
様々な理由をつけて加入していない方もいます。

　医療費に関しても、保険に加入していても、３割負担を
窓口で払わない方。また、保険に加入していない方で医
療を受け、窓口で払うべきお金を様々な理由をつけて払
わないケースもあります。これは外国人だけの問題ではな
く、日本人もいますが、外国人では母国に帰ると未払い
の回収が難しくなります。
　現在、国会でも問題意識を持ち、厳しく規制となるとこ
ろですが、地方からもしっかりと声をあげる必要があるた
め、賛成討論とします。

　意見書案の数字の根拠を求める資料は日付は同じだが
内容が一致していない。
　意見書案は、国保に関して、外国人による未納・滞納
が「深刻な問題」としているが、事実に反する。
　厚生労働省の「国民健康保険における外国人被保険
者データ」によれば「総医療費、高額療養費支給額に
占める外国人の割合は、それぞれ1.39％、1.21％であり、
全国的な傾向としては、外国人被保険者に対する国内の
診療実績は、必ずしも被保険者に占める外国人の割合に
比して大きいとは言えない」被保険者数２３７８万人のうち
外国人は９７万人で加入者比率は全体の４％であり「未納
が国保財政を揺るがす規模ではない」と述べている。
　加入者数の割合に比べて受診数の割合が少ないのは、
年齢構成が20～39 歳が最も多く、日本人被保険者に

比べ若年層が多いからである。現役世代の外国人は保
険料を納めるが病院にかからない傾向があり、医療保険
財政にとってはプラスの効果をもたらしているのが事実で
ある。
　国保制度そのものの財政が厳しいことは制度そのもの
や国などの財政支援のあり方の問題が含まれているもの
で、外国人の受け入れの問題ではない。意見書案は「放
置すると国民の負担増や制度崩壊を招きかねない」と主
張するが、これは事実無根のデマに他ならない。必要な
ことは、外国人を医療保険から排除するのではなく、制
度やルールの正しい理解を促進して納付を促すことであ
り、また国籍を問わずすべての加入者にとって負担の重
すぎる国保料を抜本的に引き下げることではないか。
　国保は、憲法 25条に基づく社会保障制度であり、日
本在住の外国人を取り立てて差別、排除することがあっ
てはならない。
　したがって、差別的な内容の意見書案に反対する。

令和７年発議第６号
外国人による国民健康保険料等の未納・滞納対策を求める意見書（案）について否決

松本 潤 議員

熊谷 みえ子 議員

賛成 討論

反対 討論
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議決
結果

専決処分の承認を求めることについて（みやこ
町税条例の一部を改正する条例の制定について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 承認

専決処分の承認を求めることについて（みやこ
町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和８年
度みやこ町一般会計補正予算（第１号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和８年
度みやこ町住宅新築資金等事業特別会計補正予算

（第１号））
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

みやこ町監査委員の選任について
（井上 勲氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

京都郡公平委員会委員の選任について
（栗焼 憲児氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

みやこ町上下水道事業審議会条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町福祉・コミュニティセンターの設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ 可決

令和８年度みやこ町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

令和８年度みやこ町土地取得特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和８年度みやこ町水道事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和８年度みやこ町下水道事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決

みやこ町議会勝山地区学校再編整備特別委員会
設置に関する決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

外国人による国民健康保険料等の未納・滞納対
策を求める意見書（案）について ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ 否決

令和８年第 3 回定例会 議案議決結果及び議員別賛否一覧表
令和８年第 3回定例会を6月1日から12日までの１2日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。　

議員名
議案名

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、除は除斥。
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豊津・犀川・勝山中学校 野球部
令和7年4月から拠点校制度を採用し、3校合同で活動する野球部を取材しました

Q
合計22人。豊津12人、勝山6人、犀川4人で活動していま
す。学年別では、3年生8人、2年生11人、1年生3人です。

部員数は？※6月25日現在

Q
大人数で練習できるのはうれしい。
各学校にコーチや顧問がいるため、みんな学べる。
友達が増えた。

生徒たちの声

Q
週に2～3回は合同練習。
それ以外は各中学校で練習しています。

練習は？

豊津・犀川・勝山の3校合同チームです。
令和7年4月から拠点校制度を採用し、
学校の枠を超えて活動しています。

どんなチーム？Q

総合顧問のお話Q
拠点校制度により、各中学校責任者が誰か一人でもい
れば活動できるようになりました。
顧問の急な用事で練習や試合が中止になることが減
り、子どもたちの練習機会が増えました。

Q
チームワーク・団結力・全員が全力で取り組む姿勢・
のびのびとプレーできる雰囲気

チームの強み

本当によく声が出ている
みんな全力でプレーしていた
みやこ町全員の力がチームの力に

取材
メモ




